
アファーム乳剤 1,000 発生初期 5 ● ● ●

アクタラ顆粒水溶剤 2,000 ― 6 ●

アドマイヤーﾌﾛｱﾌﾞﾙ 2,000 発生初期 5 ●

アディオン乳剤 2,000 発生初期 6 ● ●

オルトラン水和剤 1,000～1,500 発生初期 5 ● ●

　　　〃 1,000 発生初期 5 ● ●

オルトラン粒剤 （３～６ｋｇ/10a） 発生初期 5 ● ●

　　　〃 （６ｋｇ/10a） 発生初期 5 ●

　　　〃　　（家庭園芸用） （3～６ｇ/㎡） 発生初期 5 ● ●

　　　〃　　（家庭園芸用） （６ｇ/㎡） 発生初期 5 ●

カルホス乳剤　＊ 1,000 ― 4 ●＊ 劇

コテツﾌﾛｱﾌﾞﾙ 2,000 発生初期 2 ● 劇

スプラサイド乳剤40 1,000 発生初期 5 ●＊ 劇

　　〃　　　　水和剤 1,000 発生初期 6 ●＊ 劇

スミチオン乳剤50 1,000 ― 6 ● ● ●

ディプテレックス乳剤 1,000 ― 6 ● 劇

チェス水和剤 3,000 ― 4 ●

マラソン乳剤50 2,000 発生初期 6 ● ● ●

　　〃      （家庭園芸用） 2,000 発生初期 6 ● ● ●

ノーモルト乳剤 2,000 発生初期 2 ●

ベストガード水溶剤 1,000 発生初期 4 ●

ベストガード粒剤 （1～２ｇ/株） 発生初期 4 ●

ラービンﾌﾛｱﾌﾞﾙ 750 ― 6 ●

ケルセン乳剤40 1,000～2,000 発生初期 2 ● ●

　〃　　　水和剤33 1,500 発生初期 2 ●

粘着くん液剤 100 発生初期 ― ●

ニッソラン水和剤 2,000～3,000 ― 2 ●

ピラニカＥＷ 2,000 発生初期 1 ●

ロディー乳剤 1,000 ― 6 ● ● 劇

サンヨール 500 ― 8 ● ●

カリグリーン 800 発病初期 8 ●

ポリオキシンＡＬ水溶剤 2,500 発病初期 5 ● ● ●

ポリベリン水和剤 1,000 ― 5 ●

ゲッター水和剤 1,000 ― 5 ●

モレスタン水和剤 2,000～3,000 ― ― ●

フルピカﾌﾛｱﾌﾞﾙ 2,000～3,000 発病初期 5 ●

トップジンＭ水和剤 1,500 ― 3 ●

オーソサイド/キャプタン水和剤 600 ― ― ● ●

ガスタード/バスアミド微粒剤 （20～30kg/10a） 植付前 1 ● 　 ● ● ● 劇

ドジョウピクリン、ドロクロール （2～3ml/穴） 植付前 1 ● ● 劇

リゾレックス粉剤 （50kg/10a） 定植前 1 ●

　〃　　　水和剤 500～1,000 生育期 5 ● ●

リドミル粒剤２ （20kg/10a） 定植・生育時 3 ● ●
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＊カルホス乳剤は、シクラメン、アジアンタムを除く、オンシツコナジラミ若齢幼虫に適用

＊スプラサイド乳剤、水和剤は、オンシツコナジラミに適用
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（注）作物群に属する作物又はその新品種に初めて使用する場合は、使用者の責任において事前に薬害の有無を確認してから使用すること。
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（作物群登録）　花き類（草本植物）・観葉植物への登録農薬一覧
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